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「
上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

上
尾
○
一

上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記

松
平
定
常

林
皝

市
河
米
庵

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

広
瀬
群
鶴

一
八
二
二
・
文
政
五

宮
本
町

氷
川
鍬
神
社

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
上
尾
郷
に
私
塾
で
あ
る
聚
正
義
塾
が
建
設
さ
れ
、
菅
原
道
真
と
朱
子
と
を
併
せ
祀
る
二
賢

堂
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
書
き
記
す
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。私
塾
建
設
か
ら
三
十
四
年
後
に
、

建
設
に
寄
与
し
た
雲
室
上
人
が
上
尾
に
再
訪
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
石
碑
が
作
ら
れ
た
。
同
神
社
に

立
つ
「
雲
室
上
人
生
祠
之
碑
」（
文
政
六
年
建
碑
）
と
ペ
ア
の
も
の
と
言
え
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

篆
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
篆
額
（
楷
書
）

上
尾

郷
二

賢
堂

碑
記



- 3 -

◎
碑
記

上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記

林
皝
撰

市
河
三
忘
書

松
平
㝎
常
題
額

浮
屠
鴻
漸
頗
通
儒
術
甞
游
上
尾
郷
與
里
人
山
﨑
碩
茂
謀
創
建
義
學

以
教
郷
子
弟
廼
又
蜑
菅
公
祠
以
文
公
朱
子
並
祀
焉
名
曰
二
賢
堂
吾

正
良
君
為
書
其
匾
而
春
秋
祭
祀
之
典
一
皆
取
正
於
市
河
子
靜
實
係

天
明
八
年
事
也
属
者
介
子
靜
之
子
孔
陽
請
曰
幷
祀
之
擧
今
已
閲
三

紀
而
講
學
日
以
滋
盛
願
賜
一
言
以
記
之
余
乃
為
之
言
曰
自
學
之
不

講
而
為
士
者
皆
汲
汲
乎
功
利
之
競
名
譽
之
求
而
仁
義
遜
讓
之
風
㡬

乎
泯
焉
然
其
間
名
賢
碩
儒
往
往
崛
起
使
斯
道
頼
以
明
於
天
下
在
我

則
贈
相
國
菅
公
乃
其
人
而
在
彼
則
文
公
朱
子
繼
往
開
来
之
功
固
不

待
雌
也
盖
其
東
西
相
望
先
後
同
揆
德
澤
之
糶
覃
被
遐
壤
絶
郷
莫
不

顒
然
向
風
於
戯
盛
矣
㦲
詩
曰
髙
山
仰
止
景
行
行
止
使
郷
之
子
弟
敬

瞻
二
公
之
在
是
祠
也
必
将
竦
然
興
起
相
與
勸
勉
晨
夕
講
磨
以
従
事

乎
此
則
去
功
利
而
就
仁
義
謝
名
譽
而
尚
遜
讓
在
家
則
孝
悌
之
行
興

居
郷
則
長
幼
之
禮
成
其
風
聲
氣
習
之
糶
曁
□
委
巷
細
民
亦
将
視
傚

而
知
勸
畏
威
而
寡
罪
安
知
一
郷
之
俗
不
靡
然
而
變
乎
抑
鴻
漸
非
有

斯
道
之
責
者
碩
茂
亦
力
田
自
給
之
民
乃
汁
慨
然
留
意
於
云
自
非
志

尚
超
乎
流
輩
者
盖
不
汁
也
故
予
樂
為
之
記
以
諗
其
郷
人
使
益
脩
而

勿
廢
云

文
政
五
年
歲
次
壬
午
冬
十
一
月
朔

山
﨑
碩
茂
等
建

廣
羣
鶴
刻

＊
異
体
字
等

○
忘

亥
。

○
㝎

定
。

○
甞

嘗
。

○
﨑

崎
。

○
蜑

就
。

○
匾

扁
。

○
㡬

幾
。

○
雌

賛
。

○
盖

蓋
。

○
糶

所
。

○
㦲

哉
。

○
□

雖
。

○
汁

能
。

○
云

此
。

○
歲

歳
。

○
鶴

鶴
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記

林
皝
撰

市
河
三
亥
書

松
平
定
常
題
額
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浮
屠
鴻
漸
、
頗
通
儒
術
。

嘗
游
上
尾
郷
、
與
里
人
山
崎
碩
茂
謀
、
創
建
義
學
、
以
教
郷
子
弟
。

廼
又
就
菅
公
祠
、
以
文
公
朱
子
並
祀
焉
、
名
曰
二
賢
堂
。

吾
正
良
君
爲
書
其
扁
、
而
春
秋
祭
祀
之
典
、
一
皆
取
正
於
市
河
子
靜
。

實
係
天
明
八
年
事
也
。

屬
者
介
子
靜
之
子
孔
陽
、
請
曰
、

幷
祀
之
擧
今
已
閲
三
紀
、
而
講
學
日
以
滋
盛
。

願
賜
一
言
以
記
之
。

余
乃
爲
之
言
曰
、

自
學
之
不
講
、
而
爲
士
者
皆
汲
汲
乎
、
功
利
之
競
、
名
譽
之
求
、
而
仁
義
遜
讓
之
風
、
幾
乎
泯
焉
。

然
其
間
名
賢
碩
儒
往
往
崛
起
、
使
斯
道
頼
以
明
於
天
下
。

在
我
則
贈
相
國
菅
公
乃
其
人
。

而
在
彼
則
文
公
朱
子
、
繼
往
開
來
之
功
、
固
不
待
賛
也
。

蓋
其
東
西
相
望
、
先
後
同
揆
、
德
澤
之
所
覃
被
、
遐
壤
絶
郷
莫
不
顒
然
向
風
。

於
戲
、
盛
矣
哉
。

詩
曰
、
高
山
仰
止
、
景
行
行
止
。

使
郷
之
子
弟
敬
瞻
二
公
之
在
是
祠
也
、
必
將
竦
然
興
起
、
相
與
勸
勉
、
晨
夕
講
磨
、
以
從
事
乎
。

此
則
去
功
利
而
就
仁
義
、
謝
名
譽
而
尚
遜
讓
、
在
家
則
孝
悌
之
行
興
、
居
郷
則
長
幼
之
禮
成
。

其
風
聲
氣
習
之
所
曁
、
雖
委
巷
細
民
、
亦
將
視
傚
而
知
勸
、
畏
威
而
寡
罪
。

安
知
、
一
郷
之
俗
、
不
靡
然
而
變
乎
。

抑
鴻
漸
非
有
斯
道
之
責
者
。

碩
茂
亦
力
田
自
給
之
民
。

乃
能
慨
然
留
意
於
此
。

自
非
志
尚
超
乎
流
輩
者
、
蓋
不
能
也
。

故
予
樂
爲
之
記
、
以
諗
其
郷
人
、
使
益
脩
而
勿
廢
云
。

文
政
五
年
歳
次
壬
午
冬
十
一
月
朔
、

山
崎
碩
茂
等
建
、

廣
羣
鶴
刻
。

●
訓
訳

上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
。

林
皝
撰
。

ひ
か
る

市
河
三
亥
書
。

松
平
定
常
題
額
。

浮
屠
鴻
漸
、
頗
る
儒
術
に
通
ず
。

嘗
て
上
尾
郷
に
游
び
、
里
人
山
崎
碩
茂
と
謀
り
、
義
學
を
創
建
し
て
、
以
て
郷
の
子
弟
に
教
へ
ん
と
す
。

廼
ち
又
た
菅
公
祠
に
就
き
、
文
公
朱
子
を
以
て
並
び
祀
り
、
名
し
て
二
賢
堂
と
曰
ふ
。

す
な
は

吾
が
正
良
君
、
た
め
に
其
の
扁
を
書
し
、
春
秋
祭
祀
の
典
に
、
一
に
皆
な
市
河
子
靜
に
正
を
取
る
。

實
に
天
明
八
年
に
係
る
の
事
な
り
。

屬
者
、
子
靜
の
子
孔
陽
を
介
し
て
、
請
ひ
て
曰
く
、

こ
の
ご
ろ

幷
せ
祀
る
擧
、
今
已
に
三
紀
を
閲
し
、
而
し
て
講
學
日
に
以
て

滋

盛
ん
な
り
。

ま
す
ま
す
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願
は
く
は
一
言
を
賜
ひ
以
て
之
を
記
せ
ん
、
と
。

余
乃
ち
之
が
た
め
に
言
ひ
て
曰
く
、

學
の
講
ぜ
ら
れ
ざ
り
し
よ
り
、
士
た
る
者
、
皆
な
汲
汲
乎
と
し
て
、
功
利
を
之
れ
競
ひ
、
名
譽
を
之
れ
求

む
。

而
し
て
仁
義
遜
讓
の
風
、
泯
ぶ
に
幾
し
。

ほ
ろ

ち
か

然
れ
ど
も
其
の
間
、
名
賢
碩
儒
往
往
と
し
て
崛
起
し
、
斯
道
を
し
て
頼
み
て
以
て
天
下
に
明
か
な
ら
し
む
。

我
に
在
り
て
は
則
ち
贈
相
國
菅
公
乃
ち
其
の
人
な
り
。

而
し
て
彼
に
在
り
て
は
則
ち
文
公
朱
子
、
繼
往
開
來
の
功
、
固
よ
り
賛
を
待
た
ざ
る
な
り
。

蓋
し
其
の
東
西
相
ひ
望
み
、
先
後
揆
を
同
じ
く
す
。

德
澤
の
覃
被
す
る
所
、
遐
壤
絶
郷
も
、
顒
然
と
し
て
風
に
向
は
ざ
る
は
莫
し
。

た

ん

ひ

於
戲
、
盛
ん
な
る
か
な
。

あ

あ

詩
に
曰
く
、

高
山
は
仰
ぎ
、
景
行
は
行
く
、
と
。

郷
の
子
弟
を
し
て
二
公
の
是
の
祠
に
在
る
を
敬
瞻
せ
し
む
る
や
、
必
ず
將
に
竦
然
と
し
て
興
起
し
、
相
ひ

と
も
に
勸
勉
し
、
晨
夕
に
講
磨
し
、
以
て
事
に
從
は
ん
と
す
る
か
。

此
れ
則
ち
功
利
を
去
り
て
仁
義
に
就
き
、
名
譽
を
謝
し
て
遜
讓
を
尚
ば
ん
。

家
に
在
り
て
は
則
ち
孝
悌
の
行
ひ
興
り
、
郷
に
居
り
て
は
則
ち
長
幼
の
禮
成
ら
ん
。

其
の
風
聲
氣
習
の
曁
ぶ
と
こ
ろ
、
委
巷
の
細
民
と
雖
も
、
亦
た
將
に
視
傚
し
て
勸
を
知
り
、
威
を
畏
れ
て

お
よ

罪
寡
か
ら
ん
と
す
。

安
ん
ぞ
知
ら
ん
、
一
郷
の
俗
、
靡
然
と
し
て
變
ぜ
ざ
ら
ん
や
。

び

ぜ

ん

抑
々
鴻
漸
は
斯
道
の
責
有
る
者
に
非
ず
。

碩
茂
も
亦
た
力
田
自
給
の
民
の
み
。

乃
ち
能
く
慨
然
と
し
て
意
を
此
に
留
む
。

志
尚
の
流
輩
よ
り
超
ぜ
る
者
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
蓋
し
能
く
せ
ざ
る
な
り
。

故
に
予
、
樂
し
み
て
之
が
記
を
な
し
、
以
て
其
の
郷
人
を
諗
め
、
益
々
脩
め
て
廢
す
る
こ
と
勿
ら
し
む
る

い
さ

と
云
ふ
。

文
政
五
年
、
歳
次
壬
午
、
冬
十
一
月
朔
、

山
崎
碩
茂
等
建
つ
。

廣
羣
鶴
刻
す
。

●
人
物

○
林
皝

寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
か
ら
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
。
江
戸
の
人
。
林
家
九
代
大
学
頭
。

諱
が
皝
、
字
は
用
韜
、
号
が
、
檉
宇

、
ま
た
培
斎
等
、
通
称
又
三
郎
。
第
八
代
大
学
頭
述
斎
の
三
男
。

ひ
か
る

て

い

う

佐
藤
一
斎
、
松
崎
慊
堂
に
学
び
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
、
二
十
六
歳
で
見
習
御
用
と
し
て
出
仕
し
、

同
十
二
年
左
近
衛
将
監
と
な
る
。
天
保
九
（
一
八
三
九
）
年
、
四
十
六
歳
で
大
学
頭
と
な
り
、
同
十
二
年
、

家
督
を
嗣
ぐ
。
弟
に
鳥
居
耀
蔵
、
林
復
斎
が
い
る
。
本
碑
文
選
述
は
、
見
習
御
用
時
代
の
三
十
歳
の
と
き
。

○
市
河
三
亥

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
か
ら
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
。
名
は
三
亥
、
字
は
孔
陽
、
号

は
米
庵
等
、
通
称
小
左
衛
門
。
漢
詩
人
で
林
家
を
支
え
た
市
河
寛
斎
の
長
子
。
林
述
斎
の
門
下
で
儒
学
を

学
ぶ
が
、
書
を
好
み
、
研
鑽
に
つ
と
め
た
。
北
宋
の
書
家
米
芾
を
尊
崇
し
、
米
庵
と
号
し
た
。
寛
政
十
一

（
一
七
九
九
）
年
に
は
二
十
歳
で
書
塾
を
開
き
、
多
い
と
き
は
門
人
延
べ
五
千
人
に
達
し
た
と
い
う
。
諸

大
名
に
も
指
南
を
行
っ
た
。
巻
菱
湖
、
貫
名
海
屋
と
と
も
に
、
幕
末
の
三
筆
と
称
さ
れ
た
。
本
碑
文
の
揮
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毫
は
、
四
十
三
歳
の
と
き
。

○
松
平
定
常

池
田
定
常
。
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
。
旗
本
池
田

正
勝
の
次
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
る
。
因
幡
国
若
桜
（
西
館
）
藩
の
養
嗣
子
と
な
り
、
安
永
二
（
一

七
七
三
）
年
に
七
歳
で
家
督
相
続
。
享
和
元
（
一
八
○
一
）
年
に
病
と
称
し
て
致
仕
し
（
三
十
五
歳
）
、

嫡
男
定
興
に
家
督
を
譲
る
。
隠
居
後
は
冠
山
と
号
し
、
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
・
松
崎
慊
堂
・
谷
文
晁

・
司
馬
江
漢
・
市
河
米
庵
・
太
田
南
畝
・
塙
保
己
一
・
大
窪
詩
仏
ら
、
当
時
一
級
の
文
化
人
と
親
交

を
結
び
、
毛
利
高
標
（
豊
後
国
佐
伯
藩
）
・
市
橋
長
昭
（
近
江
国
仁
正
寺
藩
）
ら
と
共
に
「
柳
間
詰
の
文

芸
三
侯
」（
寛
政
の
文
学
三
侯
）
と
称
さ
れ
た
。
本
碑
文
を
揮
毫
し
た
の
は
、
五
十
五
歳
の
と
き
。

○
浮
屠
鴻
漸

浮
屠
は
、
仏
者
の
意
味
。
雲
室
上
人
。
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
か
ら
文
政
十
（
一
八
二

七
）
年
。
信
濃
国
飯
山
の
浄
土
真
宗
光
蓮
寺
に
生
ま
れ
る
。
江
戸
へ
出
て
儒
学
者
宇
佐
美
灊
水
に
学
ぶ
。

の
ち
京
都
の
本
願
寺
で
仏
道
修
行
を
行
う
が
、や
が
て
再
び
江
戸
へ
出
て
大
学
頭
の
林
家
に
出
入
り
し
て
、

朱
子
学
を
修
め
る
。
本
碑
文
に
も
あ
る
が
、
天
明
八
年
に
上
尾
へ
来
訪
し
、
聚
正
義
塾
の
開
設
と
二
賢
堂

の
建
立
に
力
が
あ
っ
た
。
寛
政
三
年
に
は
、
江
戸
の
光
明
寺
の
住
持
と
な
り
、
以
後
は
そ
こ
を
拠
点
に
仏

道
活
動
の
傍
ら
、
漢
詩
や
絵
画
を
多
く
生
み
出
し
た
。
聚
正
義
塾
開
設
か
ら
三
十
数
年
の
の
ち
、
「
二
賢

堂
碑
」
と
「
雲
室
生
祠
碑
」
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
五
年
後
に
七
十
五
歳
で
没
し
た
。

○
山
崎
碩
茂

通
称
、
武
平
治
。
墓
石
に
「
文
政
九
年
、
六
十
三
歳
で
没
」
と
あ
れ
ば
、
生
没
年
は
、
宝

暦
十
二
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
。
上
尾
で
か
め
屋
と
い
う
旅
人
宿
を
生
業
と
し

た
旧
家
。
学
問
好
き
で
、
江
戸
へ
出
て
、
石
井
七
蔵
に
学
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
郷
里
に
帰
り
家
業
を

継
い
だ
。
か
た
わ
ら
地
域
の
子
弟
の
教
育
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、
地
域
の
名
家
で
あ
っ
た
。
聚
正
義
塾
を
建

て
た
の
は
二
十
五
歳
の
と
き
で
、
「
上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
」
の
建
立
は
五
十
九
歳
の
と
き
。

○
吾
正
良
君

林
鳳
潭
。
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
か
ら

天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
。
諱
は
信
徴
、

字
は
子
明
、
号
は
鳳
潭
。
親
族
が
付
け
る
諡
で
あ
る
私
諡
が
、
正
良
先
生
。
林
家
第
五
代
林
鳳
谷
の
孫
。

鳳
谷
が
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
に
な
く
な
る
と
、
そ
の
嫡
子
龍
潭
は
既
に
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
龍

潭
の
嫡
男
で
あ
る
鳳
潭
が
六
代
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
鳳
潭
は
、
大
学
頭
就
任
二
年
後
の
天
明
七
年
に
死

去
し
た
。
本
碑
文
や
雲
室
の
資
料
で
は
扁
額
の
揮
毫
者
と
し
て
正
良
の
名
が
あ
る
が
、
雲
室
が
上
尾
に
赴

い
た
天
明
八
年
に
は
、
正
良
は
既
に
鬼
籍
に
入
っ
て
い
る
。

○
市
河
子
靜

市
河
寛
斎
。
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
か
ら
文
政
三
（
一
八
二
○
）
年
。
諱
は
世
寧
、
通

称
は
小
左
衛
門
、
字
は
子
静
。
号
は
寛
斎
、
西
野
等
。
父
は
も
と
市
河
氏
で
、
山
瀬
家
の
養
嗣
と
な
り
、

山
瀬
氏
と
な
る
。
寛
斎
も
は
じ
め
は
山
瀬
氏
で
、
の
ち
市
河
氏
に
も
ど
し
た
。
安
永
五
（
一
七
七
七
）
年

に
林
家
に
入
門
。
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
は
湯
島
聖
堂
の
啓
事
役
と
な
る
な
ど
、
林
家
湯
島
聖
堂
グ

ル
ー
プ
の
中
心
的
人
物
と
し
て
、
漢
学
や
詩
作
で
活
躍
し
た
。
天
明
六
年
に
田
沼
意
次
が
失
脚
し
、
松
平

定
信
が
実
権
を
握
る
と
、
田
沼
派
は
退
け
ら
れ
た
が
、
寛
斎
も
田
沼
に
近
か
っ
た
た
め
、
同
七
年
に
辞
職

し
、
富
山
藩
に
藩
儒
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
以
後
富
山
と
江
戸
を
往
復
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
、
同
年
に
は

漢
詩
結
社
江
湖
詩
社
を
結
成
、
大
窪
詩
仏
ら
多
く
の
詩
人
を
育
て
た
。

○
子
靜
之
子
孔
陽

市
川
米
庵
。

○
菅
公

菅
原
道
真
。
承
和
十
二
（
八
四
五
）
年
か
ら
延
喜
三
（
九
○
三
）
年
。
宇
多
天
皇
の
信
任
を
得

て
出
世
し
、
醍
醐
天
皇
の
と
き
に
は
右
大
臣
に
ま
で
な
る
が
、
藤
原
氏
と
の
政
争
に
敗
れ
、
太
宰
府
に
左

遷
さ
れ
て
そ
の
地
で
没
し
た
。
天
変
地
異
が
起
こ
る
と
道
真
霊
魂
の
怨
念
だ
と
さ
れ
、
天
満
宮
に
天
神
と

し
て
祀
ら
れ
た
。
の
ち
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
。
一
方
、
当
代
随
一
の
文
化
人
と
し
て
、
漢
文
集
や
多

く
の
漢
詩
・
和
歌
を
残
し
、
学
問
や
書
道
の
神
様
と
し
て
も
祀
ら
れ
た
。
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○
文
公
朱
子

一
一
三
○
年
か
ら
一
二
○
○
年
。
諱
は
熹
、
字
は
元
晦
、
号
は
晦
庵
な
ど
。
諡
は
文
公
。

宋
学
の
大
成
者
で
、
そ
の
学
は
朱
子
学
と
称
さ
れ
た
。
江
戸
昌
平
黌
の
学
問
は
朱
子
学
を
正
統
と
し
て
い

た
。

○
廣
群
鶴

正
式
に
は
廣
瀬
群
鶴
。
碑
銘
字
彫
師
の
名
称
だ
が
、
む
し
ろ
彼
を
頭
領
と
す
る
石
工
工
房
の

名
称
と
す
る
の
が
実
態
に
あ
う
だ
ろ
う
。
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
ま
で
九
代
続
い
た
。
東
京
を
中
心
に
数
多

く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
幕
末
期
に
は
、
「
小
笠
原
新
は
り
の
記
」
や
「
八
丈
島
西
山
卜
神
記
碑
」

な
ど
、
政
治
的
・
歴
史
的
に
重
要
な
碑
文
の
雋
刻
も
手
が
け
て
い
る
。
埼
玉
県
に
も
本
碑
以
外
に
少
な
く

な
い
。

○
林
錦
峯

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
。
諱
は
信
敬
。
字
は
士
行
、
通
称

大
吉
。
錦
峯
は
号
。
私
諡
は
、
簡
順
先
生
。
実
父
は
富
田
明
親
（
信
濃
小
諸
藩
藩
主
牧
野
康
周
三
男
）
で
、

林
家
の
養
子
と
な
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
年
、
林
鳳
潭
の
死
去
を
受
け
、
跡
を
継
い
て
幕
府
儒
官

と
な
り
、
大
学
頭
と
な
っ
た
。
林
家
七
代
。

●
注

○
浮
屠

浮
図
と
も
。
梵
語Buddha

、
ま
た
は
、
そ
の
俗
語
の
音
訳
。
①
仏
、
仏
陀
。
②
仏
教
。
③
仏

者
、
僧
侶
。
④
仏
塔
。
な
ど
。
こ
こ
で
は
僧
侶
。

○
鴻
漸

雲
室
の
諱
。

○
義
學

公
衆
の
た
め
に
設
け
た
私
立
の
学
校
。
義
塾
。

○
菅
公
祠

菅
原
道
真
を
祀
る
社
、
天
満
宮
。

○
吾
正
良
君
爲
書
其
扁

信
徴
は
、
雲
室
が
上
尾
に
入
る
天
明
八
年
の
前
年
に
な
く
な
っ
て
お
り
、
「
二

賢
堂
」
の
扁
額
を
揮
毫
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
存
す
る
扁
額
に
は
「
國
子
祭
酒
」
「
林
信
敬
印
」
の

落
款
が
あ
る
。
林
信
敬
は
、
信
徴
の
養
子
で
、
天
明
七
年
に
、
林
家
第
七
代
と
な
っ
て
い
た
。
碑
文
の
も

と
に
な
る
情
報
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
か
。

○
春
秋
祭
祀
之
典

儒
教
の
祭
祀
で
あ
る
釈
奠
。

○
取

役
職
な
ど
を
つ
と
め
る
こ
と
。

○
正

役
職
な
ど
の
長
。
リ
ー
ダ
ー
、
司
式
者
。
こ
こ
で
は
釈
奠
の
司
式
者
。

お
さ

○
閲

時
間
が
経
過
す
る
。

○
三
紀

紀
は
、
十
二
支
ひ
と
ま
わ
り
で
、
十
二
年
。
三
紀
で
、
三
十
六
年
。
義
学
の
開
設
か
ら
建
碑
の

企
て
ま
で
は
、
実
際
は
三
十
四
年
間
で
あ
っ
た
。

○
講
學

師
が
門
弟
共
々
学
問
に
つ
い
て
議
論
し
研
究
す
る
方
法
。
朱
子
学
で
取
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
聚

正
義
塾
に
お
け
る
教
育
・
学
問
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
自
學
之
不
講

下
文
で
は
、
学
問
が
低
調
に
な
っ
て
い
た
中
で
、
日
本
で
は
道
真
公
、
中
国
で
は
朱
文

公
が
出
て
、
学
問
を
盛
ん
に
し
た
と
述
べ
る
。
そ
う
し
た
大
き
な
ス
パ
ン
で
の
話
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

こ
こ
に
い
う
「
學
之
不
講
」
と
は
、
孔
子
と
孟
子
の
時
代
よ
り
後
の
状
態
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
戦
国
諸
子
に
よ
る
学
問
の
混
乱
＝
孔
子
の
教
え
の
相
対
化
、
さ
ら
に
は
秦
始
皇

に
よ
る
「
焚
書
坑
儒
」
で
、
孔
子
の
教
え
が
断
絶
し
た
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
林
家
が
信
奉
す
る
学
問

で
あ
る
宋
学
（
朱
子
学
）
に
お
い
て
は
、
「
孔
子
の
教
え
は
孟
子
が
継
承
し
た
が
、
そ
の
後
正
し
い
教
え

（
道
学
）
は
断
絶
し
、
宋
代
に
お
い
て
よ
う
や
く
復
活
し
、
朱
子
に
よ
っ
て
大
成
し
た
」
と
い
う
立
場
に

立
つ
。

○
士

総
じ
て
は
、
統
治
行
政
に
携
わ
る
階
層
の
下
級
の
も
の
。
中
国
で
は
、
唐
代
以
前
で
は
皇
族
や
諸

侯
で
は
な
い
下
級
貴
族
が
中
心
で
、
宋
代
以
降
は
科
挙
で
選
抜
さ
れ
た
士
大
夫
が
中
心
。
日
本
で
は
、
平



- 8 -

安
時
代
以
前
で
は
皇
族
で
は
な
い
下
級
貴
族
で
、
中
世
以
降
は
僧
侶
も
含
む
武
士
階
級
が
相
当
す
る
。

○
汲
汲
乎

あ
せ
り
、
ひ
た
す
ら
追
い
求
め
る
さ
ま
。

○
功
利

目
前
の
功
績
と
利
益
。

○
名
譽

こ
こ
で
は
世
間
的
な
名
声
や
栄
誉
。

○
仁
義

仁
愛
と
正
義
。

○
遜
讓

へ
り
く
だ
っ
て
譲
る
。
謙
譲
。

○
泯

滅
亡
す
る
、
消
失
す
る
。

○
名
賢

す
ぐ
れ
た
賢
人
。

○
碩
儒

大
学
者
。

○
往
往

あ
ち
ら
こ
ち
ら
、
い
た
る
と
こ
ろ
。

○
崛
起

突
き
出
る
。
群
を
抜
き
ん
出
て
立
ち
上
が
る
。

○
斯
道

こ
の
道
、
儒
教
の
道
、
聖
人
の
道
。
「
論
語
」
雍
也
に
「
子
曰
、
誰
能
出
不
由
戸
、
何
莫
由
斯

道
也
（
先
生
が
言
わ
れ
た
、
誰
で
も
出
て
行
く
の
に
は
戸
口
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
（
人
と

し
て
生
き
て
ゆ
く
の
に
）
ど
う
し
て
こ
の
道
を
通
る
も
の
が
い
な
い
の
だ
ろ
う
）」
と
あ
る
。

○
贈
相
國
菅
公

相
国
は
、
中
国
で
は
丞
相
、
宰
相
。
こ
の
職
位
は
日
本
の
平
安
朝
で
は
太
政
大
臣
に
あ

た
る
。
道
真
が
、
死
後
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。

○
繼
往

過
去
の
こ
と
を
継
承
す
る
。
昔
の
聖
人
の
教
え
を
継
承
す
る
こ
と
。

○
開
來

未
来
へ
の
道
を
開
く
。
聖
人
の
教
え
を
未
来
へ
伝
承
さ
せ
る
こ
と
。

○
功

具
体
的
に
は
朱
子
学
を
確
立
し
た
こ
と
。

○
不
待
賛

「
あ
え
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
」
の
意
。

○
相
望

互
い
に
見
え
る
。
両
者
が
相
近
い
こ
と
を
言
う
。

○
同
揆

揆
は
、
道
、
法
則
。
同
揆
で
、
事
柄
が
彼
此
合
致
す
る
こ
と
。

○
德
澤

恩
徳
、
恩
沢
。

○
覃
被

あ
ま
ね
く
施
し
及
ぶ
。

○
遐
壤

遠
い
土
地
、
遠
境
。

○
絶
郷

隔
絶
し
た
土
地
。

○
顒
然

仰
ぎ
慕
う
さ
ま
。

○
詩
曰
、
高
山
仰
止
、
景
行
行
止

「
詩
経
」
小
雅
・
車
舝
に
「
高
山
仰
止
、
景
行
行
止
（
高
い
山
は
誰

も
が
自
然
と
振
り
仰
ぎ
、
大
き
な
道
は
誰
も
が
自
然
と
そ
こ
を
行
く
）
」
と
あ
る
。
道
真
公
と
朱
文
公
の

偉
大
な
姿
と
功
績
に
対
し
、
人
々
が
自
然
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
つ
い
て
行
く
こ
と
を
例
え
る
。

○
敬
瞻

つ
つ
し
ん
で
尊
ん
で
仰
ぎ
見
る
。

○
竦
然

聳
然
に
同
じ
。
お
そ
れ
つ
つ
し
む
さ
ま
、
ま
た
高
く
聳
え
る
さ
ま
。
後
者
で
解
し
た
。

○
興
起

立
ち
上
が
る
。

○
相
與

一
緒
に
。
同
学
の
も
の
と
一
緒
に
。

○
勸
勉

励
み
努
め
る
。

○
晨
夕

朝
か
ら
夕
ま
で
。
一
日
中
。

○
講
磨

熟
語
は
な
い
が
、
研
究
研
鑽
の
意
味
だ
ろ
う
。

○
孝
悌

親
に
孝
行
を
尽
く
し
、
兄
や
目
上
の
人
に
素
直
に
従
う
。
「
論
語
」
学
而
に
「
有
子
曰
、
其
爲

人
、
孝
弟
而
犯
上
者
、
鮮
矣
。
…
…
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
（
有
若
が
言
っ
た
、
そ
の
人
柄
が
孝
行

悌
順
で
あ
り
な
が
ら
、
目
上
に
さ
か
ら
う
こ
と
を
好
む
よ
う
な
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
…
…
孝
と
悌

と
い
う
こ
と
こ
そ
、
仁
徳
の
根
本
で
あ
ろ
う
）」
と
あ
る
。
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○
長
幼
之
禮

年
長
者
と
年
少
者
と
の
間
の
順
序
や
秩
序
と
い
っ
た
礼
儀
。

○
風
聲

人
を
動
か
す
教
え
。
ま
た
風
俗
。

○
氣
習

気
質
と
習
わ
し
。

○
委
巷

陋
巷
。
せ
ま
い
路
地
裏
で
、
貧
民
が
住
む
と
こ
ろ
。

○
細
民

身
分
が
低
く
貧
し
い
人
。

○
視
傚

見
て
倣
う
。

○
知
勸

熟
語
は
な
い
が
、
励
み
勤
め
る
べ
き
こ
と
を
理
解
す
る
。

○
畏
威

威
光
を
畏
れ
る
こ
と
。

○
安
知

「
ど
う
し
て
分
か
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
分
か
ら
な
い
」
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
一
郷
之
俗
」

以
下
の
こ
と
を
、「
と
う
て
い
そ
う
と
は
思
え
な
い
」
の
意
味
で
解
し
た
。

○
一
郷

郷
村
す
べ
て
。

○
靡
然

な
び
き
従
う
さ
ま
。

○
力
田
自
給
之
民

力
田
は
、
力
耕
。
農
耕
に
つ
と
め
る
も
の
、
農
民
。

○
慨
然

気
力
を
奮
い
立
た
せ
る
。

○
志
尚

理
想
、
決
心
。
覚
悟
の
心
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

○
流
輩

同
輩
、
同
じ
地
位
や
身
分
の
も
の
。

○
廢

脩
（
修
養
す
る
）
こ
と
を
や
め
る
、
と
解
し
た
が
、
あ
る
い
は
、
私
塾
や
二
賢
堂
を
廃
れ
さ
せ
る

こ
と
を
言
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
。

【
撰
文
者
と
揮
毫
者
】

林
皝
の
撰
文
。

市
河
三
亥
の
書
。

松
平
定
常
の
題
額
。

［
建
碑
の
経
緯
］

【
雲
室
の
上
尾
来
訪
と
義
学
の
企
て
】

僧
侶
で
あ
る
雲
室
は
、
と
て
も
儒
教
の
学
問
教
え
に
通
暁
し
て
い
た
。

以
前
、
上
尾
郷
に
遊
歴
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
お
り
、
上
尾
郷
の
人
山
崎
碩
茂
と
相
談
を
し
、
在
郷
の
子
弟
の
教
育
の
た
め
の
私
塾
を
創
建
し
て

は
ど
う
か
、
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

【
二
賢
堂
の
建
設
】

そ
こ
で
、
学
問
の
神
様
道
真
公
を
祀
る
天
満
宮
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
さ
ら
に
中
国
き
っ
て
の
大
学
者

で
あ
る
朱
子
を
勧
請
し
て
併
せ
祀
り
、
二
賢
堂
と
い
う
名
前
を
付
け
た
。

さ
ら
に
我
が
林
家
の
先
祖
で
あ
る
大
学
頭
林
鳳
潭
正
良
先
生
（
実
は
林
錦
峰
）
が
、
「
二
賢
堂
」
の
扁

額
を
揮
毫
し
て
贈
っ
た
。

こ
れ
は
天
明
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
二
賢
堂
碑
の
企
て
】

近
頃
、
上
尾
の
人
々
が
、
市
河
寛
斎
の
息
子
の
市
河
米
庵
を
仲
介
者
と
し
て
、
私
に
依
頼
を
し
て
き
た
。

そ
れ
は
「
朱
子
先
生
を
道
真
公
と
併
せ
祀
り
二
賢
堂
を
建
て
て
か
ら
、
今
や
三
十
数
年
を
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
当
塾
に
お
け
る
教
育
と
学
問
は
、
日
に
日
に
益
々
盛
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
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こ
と
に
つ
い
て
、
是
非
先
生
に
一
文
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
そ
れ
を
碑
記
と
し
て
碑
文
に
刻
み
残
し
た

い
と
存
じ
ま
す
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
、
彼
ら
の
依
頼
に
応
え
る
こ
と
と
し
、
以
下
碑
記
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

［
碑
記
］

【
孔
子
の
教
え
の
衰
退
】

（
戦
国
諸
子
・
秦
始
皇
に
よ
る
孔
子
の
教
え
の
断
絶
に
よ
り
）
学
問
が
講
習
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
、
統

治
行
政
の
担
当
者
で
あ
る
士
階
級
の
も
の
た
ち
は
、
ひ
た
す
ら
目
前
の
功
績
と
利
益
を
競
い
あ
い
、
名
声

と
栄
誉
を
追
い
求
め
る
ば
か
り
で
、
仁
愛
と
正
義
の
追
求
、
へ
り
く
だ
っ
て
譲
り
合
う
と
い
っ
た
気
風
は
、

ほ
と
ん
ど
滅
び
て
し
ま
っ
た
。

【
道
真
公
と
朱
文
公
の
徳
沢
】

し
か
し
、
そ
の
中
で
、
優
れ
た
賢
人
や
大
学
者
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
突
出
す
る
よ
う
に
立
ち
上
が
り
、

学
問
と
い
う
聖
人
の
道
を
、
頼
り
に
す
る
も
の
と
し
て
、
天
下
に
明
か
に
示
し
た
。

そ
う
し
た
賢
人
学
者
と
し
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
（
追
贈
）
太
政
大
臣
菅
原
道
真
公
が
、
ま
さ

に
そ
の
人
で
あ
る
。

ま
た
か
の
中
土
に
お
い
て
は
、
朱
文
公
先
生
が
、
先
聖
の
教
え
を
継
承
し
、
そ
れ
を
未
来
へ
導
く
道
を

開
か
れ
た
功
績
（
朱
子
学
を
確
立
し
た
こ
と
）
を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
あ
え
て
言
葉
を
加
え
る
ま
で
も

な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
お
二
人
は
、
日
本
と
中
土
と
い
う
東
西
に
分
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
互
い
に
見
え
る
ほ
ど
そ
の

功
績
は
近
し
い
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
隔
た
り
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
偉
大
さ
は
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
恩
徳
は
、
日
本
と
中
土
に
あ
ま
ね
く
施
し
及
ぼ
さ
れ
、
（
都
会
や
田
舎
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
）

遠
い
辺
境
の
地
や
隔
絶
し
た
土
地
に
至
る
ま
で
、
彼
ら
を
仰
ぎ
慕
っ
て
、
よ
き
気
風
へ
と
向
か
わ
な
い
も

の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
あ
、
な
ん
と
盛
ん
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

「
詩
経
」
に
も
言
っ
て
い
る
、
「
高
い
山
は
誰
も
が
自
然
と
振
り
仰
ぎ
、
大
き
な
道
は
誰
も
が
自
然
と

そ
こ
を
行
く
」
と
。

【
二
賢
を
祀
る
こ
と
の
効
能
】

こ
の
上
尾
郷
の
子
弟
た
ち
に
、
こ
の
祠
に
祀
ら
れ
て
い
る
道
真
公
と
朱
文
公
と
を
謹
ん
で
仰
ぎ
見
る
こ

と
を
さ
せ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
必
ず
一
念
発
起
し
て
す
っ
く
と
立
ち
上
が
り
、
同
学
の
も
の
た
ち
と
と
も

に
学
問
修
養
に
励
み
勤
め
、
一
日
中
研
究
研
鑽
に
ふ
け
る
こ
と
を
、
お
の
れ
の
行
い
と
す
る
だ
ろ
う
。

こ
う
な
れ
ば
、
功
績
や
利
益
を
競
い
合
う
風
潮
か
ら
脱
却
し
、
仁
愛
と
正
義
の
追
究
と
い
っ
た
聖
人
の

導
く
道
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
名
声
や
栄
誉
は
遠
慮
し
て
避
け
、
謙
遜
謙
譲
を
旨
と
す
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。

か
く
し
て
家
庭
に
あ
っ
て
は
親
へ
の
孝
行
と
年
長
者
へ
の
悌
順
（
従
う
こ
と
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
郷
里
社
会
に
あ
っ
て
は
年
長
者
と
年
少
者
と
の
間
の
正
し
い
順
序
や
秩
序
と
い
っ
た
礼
儀
が
成
し
遂

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
良
化
さ
れ
た
郷
民
の
風
俗
や
気
質
と
習
わ
し
が
広
く
及
ん
で
ゆ
け
ば
、
狭
い
路
地
裏
に
住
む

よ
う
な
身
分
が
低
い
貧
民
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
見
て
見
習
い
、
励
み
勤
め
る
べ
き
こ
と
を
理
解
す
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
お
上
の
威
光
を
畏
れ
つ
つ
し
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
罪
を
犯
す
よ
う

な
こ
と
も
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
な
れ
ば
「
郷
村
中
す
べ
て
の
人
々
の
風
俗
が
、
風
に
な
び
く
よ
う
に
一
斉
に
よ
い
も
の
に
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
な
い
」
な
ど
と
ど
う
し
て
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
（
い
や
必
ず
や
、
郷
村
中
の
す
べ
て
の
人
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々
の
風
俗
が
、
風
に
な
び
く
よ
う
に
一
斉
に
よ
い
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
）。

【
雲
室
と
山
崎
碩
茂
の
偉
大
さ
】

そ
も
そ
も
、
雲
室
上
人
は
、
仏
者
で
あ
り
、
儒
教
に
つ
い
て
責
任
を
持
つ
べ
き
方
で
は
な
い
。
山
崎
碩

茂
に
し
て
も
、
一
介
の
農
民
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
気
力
を
奮
い
立
て
て
、
聖
人
の
教
え
を
継
承

す
る
た
め
の
私
塾
や
二
賢
堂
の
建
設
に
気
持
ち
を
込
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
覚
悟
の
心
が
、
同

輩
の
も
の
た
ち
か
ら
遥
か
に
超
越
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、到
底
こ
う
し
た
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
私
は
、
喜
び
楽
し
ん
で
こ
の
碑
記
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
碑
記
を
も
っ
て
、
村
人
た
ち
の
戒
め
と
し
、
今
後
益
々
修
養
し
て
、
怠
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と

願
う
次
第
で
あ
る
。

【
記
事
】

文
政
五
年
、
壬
午
の
歳
の
冬
十
一
月
朔
、
山
崎
碩
茂
等
が
建
て
た
。

廣
瀬
羣
鶴
が
字
を
彫
っ
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
之
百
四
十
六
足
立
郡
之
十
二

●
上
尾
領

◎
上
尾
宿

：
神
社

○
太
神
宮

「
宿
内
の
鎭
守
な
り
、
神
體
は
小
鍬
二
挺
あ
り
、
御
鍬
太
神
宮
と
唱
ふ
、
其
故
は
萬
治
の
頃
い
づ
く
よ
り

か
鍬
祭
り
と
唱
へ
、
鍬
二
挺
を
打
違
ひ
に
結
び
、
白
幣
を
さ
し
、
車
に
載
せ
て
引
來
り
し
を
土
地
の
童
子

等
よ
り
つ
ど
ひ
、
囃
子
あ
る
き
當
宿
に
至
り
し
が
、
其
後
誰
と
て
持
行
べ
き
も
の
な
く
、
今
の
本
陣
役
宮

内
が
庭
に
を
き
し
を
、
こ
ゝ
に
勸
請
し
、
彼
鍬
を
神
體
と
せ
し
故
に
御
鍬
の
名
あ
り
と
い
ひ
傳
ふ
、
則
本

陣
役
宮
内
の
持
な
り
、」

○
天
神
社

「
前
社
の
境
内
に
は
あ
れ
ど
末
社
に
は
あ
ら
ず
、
此
村
に
住
め
る
山
崎
武
内
碩
茂
と
い
へ
る
も
の
、
天
明

八
年
朱
文
公
を
相
殿
と
し
、
二
賢
堂
と
號
す
、
義
學
の
さ
ま
に
な
ぞ
ら
へ
農
民
の
子
弟
を
教
へ
は
げ
ま
せ

り
、
然
り
し
よ
り
釋
奠
の
意
に
て
、
毎
年
冬
至
に
祭
義
な
ど
行
へ
り
、
彼
武
平
次
は
郷
士
に
し
て
、
世
々

免
除
の
田
地
も
あ
り
と
云
、
持
同
じ
、」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
巻
之
十
四

◎
上
尾
宿

：
神
社

○
鍬
神
社

「
平
社
竪
六
十
一
間
横
十
一
間
二
分
面
積
六
百
八
十
四
坪
宿
の
西
南
税
地
に
あ
り
豐
鍬
入
姫
命
を
祭
る
祭

日
一
月
五
月
九
月
共
に
十
五
日
風
土
記
に
太
神
宮
に
作
る
」（
以
下
風
土
記
を
引
用
）

：
古
跡

○
二
賢
堂
跡

「
宿
の
西
南
に
あ
り
天
明
の
頃
宿
内
の
学
生
山
崎
武
平
次
な
る
も
の
市
川
寛
釋
雲
室
其
佗
の
諸
儒
を
聘
し

義
学
を
起
し
子
弟
を
数
授
す
其
内
に
朱
文
公
菅
公
を
合
祀
し
二
賢
堂
と
称
し
毎
年
冬
至
に
祭
礼
を
行
ひ
し
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か
漸
々
衰
へ
竟
に
廃
絶
す
」（
以
下
風
土
記
を
引
用
）

（
三
）「
雲
室
随
筆
（
鈔
）
」『
上
尾
市
史
』
巻
三
よ
り
：
補
注
を
（

）
で
補
っ
た

「
其
翌
々
年
天
明
八
年
戊
申
春
子
亨
（
石
井
七
蔵
、
幼
少
よ
り
の
学
友
）
と
共
に
初
て
上
尾
に
遊
び
ぬ
、
子

亨
四
五
日
滞
留
し
て
歸
り
ぬ
、
予
又
々
教
諭
を
初
め
し
に
物
習
人
彼
是
來
て
日
々
教
へ
け
り
、

其
中
武
平
治
字
碩
茂
な
る
人
は
久
敷
書
を
讀
け
る
か
、
此
人
子
亨
に
も
学
び
し
こ
と
あ
り
し
故
一
日
談

す
ら
く
、

「
古
昔
は
郷
學
あ
り
て
一
郷
の
人
皆
參
り
て
學
へ
り
し
と
そ
、
其
の
今
に
殘
れ
る
は
下
野
足
利
學
（
足
利

学
校
）
の
み
な
り
、
是
は
小
野
篁
の
建
た
ま
ひ
し
と
云
、
今
天
下
文
運
時
を
得
た
り
、
何
卒
郷
學
を
此
地

に
建
ん
や
」
と
あ
り
け
る
に
、

碩
茂
大
に
喜
ひ
即
ち
物
習
ふ
人
々
に
咄
し
合
、
幸
ひ
に
天
滿
宮
の
舊
地
に
有
け
る
を
此
處
こ
そ
と
て
相

は
な

談
速
や
か
に
極
ま
り
し
か
、
此
の
と
き
既
に
七
月
八
日
な
り
、

予
乃
ち
法
衣
を
脱
し
て
、
碩
茂
と
唯
二
人
草
の
む
ら
が
り
し
げ
れ
る
を
分
け
入
り
な
ぎ
か
り
け
れ
ば
、

皆
々
大
に
感
し
我
も
〱
と
立
出
一
兩
日
の
中
に
き
れ
い
に
な
し
、
そ
れ
よ
り
地
形
（
建
築
物
の
基
礎
の
た
め

ぢ
ぎ
や
う

地
面
を
な
ら
し
突
き
固
め
る
こ
と
）
を
せ
ん
と
予
も
土
を
運
ひ
け
る
故
、
皆
々
出
精
（
精
を
出
す
こ
と
）
致
し
又

四
五
日
の
中
に
地
形
の
様
に
な
り
た
り
、

扨

各

手
に
〱
槌
杵
様
の
も
の
に
て
か
た
は
し
よ
り
打
か
た
め
、
我
等
は
柱
を
建
ん
、
我
等
は
梁
を
上

さ
て
お
の
お
の

ん
と
て
忽
に
材
木
數
十
本
集
り
た
り
、

其
中
に
工
み
な
る
は
役
者
に
せ
ん
抔
談
せ
し
に
、
本
村
と
い
へ
る
所
に
彌
太
郎
と
い
ヘ
る
工
の
有
け
る

な
ど

か
、
此
事
を
聞
來
て
申
け
る
は
、
「
此
度
有
難
き
館
の
建
チ
候
よ
し
承
り
ぬ
、
何
卒
職
分
の
冥
加
に
手
間

寄
進
仕
だ
し
遣
ひ
給
て
」
と
申
、
中
壁
塗
男
の
有
り
し
か
是
も
「
手
間
寄
進
仕
た
し
」
と
出
來
ぬ
、

予
も
余
り
の
事
に
、
扨
々
私
な
き
事
は
か
く
も
人
の
心
に
感
す
る
も
の
哉
と
難
有
（
有
り
難
く
）
覚
し
、

そ
れ
よ
り
材
木
は
澤
山
に
出
來
ぬ
、

足
利
學
に
習
ひ
四
間
四
面
に
建
た
り
し
に
、
又
屋
根
葺
者
の
近
村
に
在
し
か
兩
人
參
り
て
是
も
「
手
間

寄
進
し
た
し
」
と
て
來
り
し
故
、
七
月
八
日
に
草
を
か
り
初
め
に
し
地
を
同
廿
二
日
に
柱
建
し
、
九
月
中

頃
に
は
早
落
成
し
け
る
、

は
や

此
事
か
な
た
こ
な
た
へ
聞
え
、
近
村
隣
驛
よ
り
物
習
ひ
す
と
て
予
を
招
き
け
り
、

扨
此
事
を
早
速
林
祭
酒
（
祭
酒
は
、
塾
の
長
官
。
大
学
頭
。
林
錦
峯
）
へ
も
聞
せ
參
ら
し
け
れ
は
大
に
感
せ

ら
れ
た
り
、
其
頃
聖
堂
（
湯
島
聖
堂
）
の
都
講
（
塾
頭
）
は
市
川
小
左
衛
門
（
市
河
寛
斎
）
に
て
有
し
か
、
此

人
へ
頼
み
け
れ
は
承
知
被
致
（
致
さ
れ
）
、
祭
酒
へ
も
被
申
上
（
申
し
上
げ
ら
れ
）
、
予
へ
相
談
被
致
、
聖
像

（
聖
人
孔
子
を
祀
る
こ
と
）
は
恐
れ
あ
れ
は
、
神
祖
（
偉
大
な
先
祖
。
林
羅
山
）
の
學
は
宋
朝
學
（
宋
学
、
朱
子
学
）

に
て
ま
し
ま
す
故
、
朱
文
公
こ
そ
よ
か
ら
め
と
て
廼
ち
朱
文
公
と
天
滿
宮
と
を
配
食
し
（
併
せ
祀
る
）
奉

り
、祭

酒
よ
り
二
賢
堂
と
い
ふ
額
字
を
送
ら
れ
て
早
速
に
彫
て
掛
ぬ
、

小
左
衛
門
も
被
參
（
參
ら
れ
）
、
十
一
月
至
日
を
以
て
釋
奠
（
儒
式
の
祭
祀
）
の
定
例
と
定
め
、
先
つ
遷
座

せ
き
て
ん

（
神
を
移
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
朱
文
公
を
神
と
し
て
二
賢
堂
に
招
聘
す
る
こ
と
）
し
奉
り
、
夫
よ
り
至
日
（
冬
至
と
夏

至
）
に
小
左
衛
門
祭
酒
と
な
り
、
郷
生
參
り
首
尾
能
禮
と
々
の
へ
り
、

し
ゆ

び

よ
く

扨
小
左
衛
門
常
祭
式
一
冊
を
綴
り
、
不
朽
の
格
と
し
て
送
ら
れ
た
り
、
是
本
子
亨
の
勸
め
よ
り
せ
し
事

故
、
子
亨
も
喜
び
座
坐
釋
奠
共
に
勤
め
け
り
、

扨
二
賢
堂
の
前
に
門
を
建
、
泰
喬
門
と
號
し
額
は
小
左
衛
門
被
書
（
書
か
れ
）
た
り
、

其
前
に
塾
を
置
き
聚
正
義
塾
と
號
し
、
釋
奠
の
時
は
神
供
所
と
し
常
に
は
物
習
う
人
の
集
り
學
ぶ
所
と
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す
、
毎
月
朔
望
に
は
驛
の
少
年
、
近
村
の
民
皆
來
て
宿
役
人
讀
法
す
（
お
触
れ
を
読
み
聞
か
せ
る
）
、
其
後
予

孝
經
よ
り
は
し
め
、
大
學
近
思
録
の
類
講
之
（
之
を
講
じ
）
皆
々
有
難
し
と
て
喜
ひ
ぬ
、

予
後
光
明
寺
住
務
せ
し
に
、
今
に
上
尾
宿
の
郷
生
た
え
す
來
て
、
少
年
輩
の
常
に
塾
に
集
り
學
ふ
事
を

の
ち

咄
せ
り
、

文
政
六
年
癸
未
春
今
祭
酒
（
林
述
斎
）
に
相
願
ひ
二
賢
堂
前
へ
碑
を
建
つ
。
」

（
四
）
墓
碑

・
「
山
崎
武
平
治
の
墓
」
上
町
一
丁
目
遍
照
院

（
五
）
扁
額

○
写
真
１

全
体
（
隷
書
体
）
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○
写
真
２

落
款
（
篆
書
体
）

●
翻
刻

○
本
文

二賢堂
○
落
款

國
子

祭
酒

林
印

信
敬

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
「
埼
玉
史
談
」
第
五
巻
第
一
号
（
一
九
三
三
）

・
「
埼
玉
縣
史
」
第
六
巻
第
八
章
学
事
第
四
節
縣
内
の
私
塾
「
聚
正
義
塾
」（
一
九
三
七
）

・
「
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
」
（
一
九
六
七
）

②
論
文
な
ど

・
茅
原
東
学
「
上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
と
雲
室
上
人
生
祠
碑
頌
」「
書
苑
」
十
巻
第
八
号
（
一
九
一
九
）

・
渡
邊
刀
水
「
雲
室
上
人
」「
伝
記
」（
伝
記
学
会
、
三
巻
五
号
、
一
九
三
六
）（
『
渡
辺
刀
水
集
』
一
（
青

裳
堂
書
店
、
一
九
八
五
）
所
収
）

・
「
埼
玉
縣
史
」
第
六
巻
第
八
章
学
事
第
四
節
縣
内
の
私
塾
「
聚
正
義
塾
」（
一
九
三
七
）

・
「
上
尾
市
史
」
巻
三

資
料
編
「
雲
室
随
筆
（
鈔
）」

・
同
巻
六

通
史
上
第
七
章
第
三
節
一
「
郷
学
聚
正
義
塾
の
開
設
」

以
上

二
○
二
五
年
五
月

薄
井
俊
二
訳
す


